
日時　令和6年9月24日（火）　午前10時00分

会場　諏訪市役所3階　302会議室

【 次　　　 第 】

１．開　　会

２．あいさつ

・ 市　　　長

・ 教　育　長

３．議　題

１「インクルーシブな社会の実現に向けて～多様な学びを支える～」

　 （1）諏訪市（長野県）の取組み

　 （2）学校における実践報告

・諏訪西中学校の取組み

　 （3）多様な学びを支える民間団体等の取組み（リモート）

・ＮＰＯ法人多様な学びプロジェクト　

２　意見交換

３　その他

４．閉　　会

令和6年度　諏訪市総合教育会議



令和６年度 諏訪市総合教育会議

インクルーシブな社会の実現に向けて

～多様な学びを支える～



諏訪市教育大綱

誰もが輝き 誰もが幸せ

新たな時代を切り拓き つながり続ける 学びの和

互いに寄り添い、支え合うことで誰ひとり取り残されること
なく、可能性が最大限活かされ、かけがえのない存在として
自立すること



「インクルーシブ教育」とは

すべての学習者の多様性を前提とし、

多様な児童生徒の教育を受ける権利を地域の学校

で保障するために、

教育システムそのものを改革するプロセスのこと。



○ 「学びの支援関係者懇談会」の開催

○ 子どもや保護者に寄り添う「サポートブック」作成

○ 小中学校に、教育ソフト（LITALICO）を導入

○ フリースクール等の利用者補助金の創設

【諏訪市】

【長野県】

○ 信州型フリースクール認証制度の創設

○ コミュニケーション・シートの作成・普及

本年度の主な取組





「共有」 「共感」 「協働」

社会全体で多様な学びを支える、という意識を

醸成していきたい。

昨年度の総合教育会議で生まれたキーワード


